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S K Y B O A R D の 特t

T. M 弗元丁叩 M t n q l m 8 nt S J r Y ic 8 , L n G よりht * で配布され

改* . 社寺■故0 ) 再l巳布が可能 .

2. 全てオープンソ-
スの ソフトウエア で 1 丘 ｡

LJ n U J t + A p a G h o + P t ) st g r o S Q L + P H P ( S k yt b a rd )

3
_
T C P / (P ペース0) ネットワ ー ク上で屯 作し. FJ 用書 は

w o b ブラウザ から■作可能 .

4 グループウエ アの + 事 a 能を■ えユ- ザ政事が曹J L

システム t 理事b ) A P _ が少ない ｡

5
.

ハ- ドゥェ ア ) 択 d ) 自由BE が広く低 スペ ック0) P C で も屯作可能 .
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ネ ワトワ
-

クグIL
- プでS M . Y B O A R

1 . f M 内容別に T
-

一 夕ベ - ス化して 事項 .
共 有が出来るD

2 . 他 の P C や 学外からもT クセスh
( 出来る｡

3 . メン バ ー の出Ab 予定 ･ 状 況と対応可 能状況が分か る b

4 . スケジュ
ー

ルiJ 丑が廿里 .

5 . メ ー ル や回長で兼すほどの 暮でなくても｢ メモ . 連格J が

甘阜に書き込め る｡

6 . 井料 ､
フ 7 イルがアップE)

- ド出来るの でf 理 が 廿阜o

7 . r W o b T
-

1

タ･<
- スアプリケ ー ション｣ 地先の学習* 材 c

さらに 事くの t q なfl用 方法があるはす .

利 用t 暮 . 暮 u ､ 利用方法 ､ 4 t 追加 ･ + 正書 の 淑 を暮& します .
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平dE 1 3 年丘 抜fFJ [ 書会
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ー プウェアによるf H 共 れ

グル ー プウエア の利用方法

S ky B o a rd
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個人情報

■■

ロ グインしてい 6 事人 d d 人什t t ょおJ : ぴ●正 ができる.

jZ J u
･ メ

ー

JL ' T F レス1士t # 伝書メモで t J Iさ九る｡
･ q 血 山手W d J

-

ル匂 tL 宜 .

･

a W eb M ail

L T ;

E メ
ー

ル 也 受■ナもことが
'

eさる.

(■人什■lこメ ー

Jl' ■定ポー■される0) で . メ
ー
ラ 言≡月甘す E メ ー

ル 稚 用

で さる. )

セキ ュリティ

t ■させればw ch h b jy ■■がt えiI ので t !l で はa )るが . セキュIJティii での

E JL d ■■ .

r卑
_
三石】

メ ー JI ･ サ ー ′くとF q JI - ジョンのb
q

. 榊 ●さtt 経 書がある.
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≡℡ 電話連絡メモ

JL Ji

インタ ー ネッ H こつ ながるパ ソコ ンがあれば .
どこからでも伝書メモの送受書が

できる ｡ また､ 伝書メモ 欄 連れると暮牡書にメ
ー

ルで 糾 される｡

( t 紺 メモがあれば ､ ■人のボ
ー タル事iF の t 昔暮♯t こ暮示される｡ )

ネ ットワ ー ク G t d) 相 方建

亡書l = 沸す 脚 礼ヽi ★用としてま用｡

セキュ リティ

b ¢ h暮( エ事書抜 榊 w ct)サ
ー

′く) では ､ 血 ilをサ ー ビスしていない 机

s K Y B O A R D 併 如 i確東湖ル , 叢書しT L ヽる｡

生暮点

暮片されているt 廷メモの ( 一 書全JL の伝書) が表示される｡

あ暮な書正

全社JL 東の 伝書メモを全株 紺 メンバ ー の伝書メモに書正する｡

ダ 会社スケジュ
ー ル

巨て∃
れ■のスケジュ ー

ル (E3 . 4 8 ､ 予定内8 ､ 担当者 . ♯M ､ カテゴリ) がE 暮で

きる｡

i ･ J トワ
ー

ク G で a) 串良方塗

行事 .
ミ ー ティングI の予定に利用 ｡

3iJ L▲

スケジュ ー ル の 柵 は . 書理書が行う.

申 蜘 正

金牡スケジュ
ー

ルをスケジュ
ー

ル に書正する｡

曾 個人情報閲覧
JLJi
･ 壬■書 a)f( I ( 氏名( メ

ー ル) . 内■､ 自宅 ､ 溝書) を8 M 311 ニ
ー * 表示で きる｡

｡ t B d b タグに対応しているブラウザでは ､
メ ー

ルを送店できる｡

書面 ホワイトボ ー ド

▲丘

* ■書の在 … 示する｡

- r入力■ホ
-
J から
r
行き先 ､ ●牡 … J を書き込み rt ■■t に王事J する ｡

* サ トワ ー クG で の 相 方建

ネットワ ー クG の仕事に対応できる 柵 こr 棚 .1t する｡

BtJLi

他のメンバ ー

の 未示を 撫 でさる｡

･ ■宅 仰 Q) i 加

｡ 扶曳の カスタマイズ

i i ii l ■■ii

回] 出勤予定

Fココ
軸 書が休 日を暮■できる｡

ネットウ ｢ クG で a) 利用方法

ネットワ ー クq 鵬 などの ため . メンバ ー の出Jb 状 掛 る｡

掲示板

JLJi
t 手札示8i

一 書1 ごとにJ rテゴリ分け善して暮き 蜘 がでさ石 .

- 暮書込みに対して毛書する書で暮き込むことb fできる｡

ネ ワトワ ー クG で a) 名月方法
･ テ ー

マごとの払肘事4 について稚示する｡
･ JLがない 拙 またはf 桝 をn 示する｡

● た■lこ鼓したい 耕 を斗示する｡

丘 1 点
･ ■書レベ ルは引 ′ベ ルまで可能｡

. グル ー プウエア Q) t 軒 はすぺ てを.
- ■ ユ ー ザは自分の* 書のみ 柵 で

きる｡
● ポ ー タル 輔 へ 牲兼寿されない ｡

必壬な暮正

■人Q)ポ ー タル 書面に■示8i を兼示させ る｡
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舘 電子会議室
JL Ji

ネットワ ー ク上でリアルタイム に会■ができる｡

ネ v
･

} トワ ー クG で a) 利 用方法

テ
ー

マ ､ El時を決めて 榊 する｡

生暮丘
ヰ了ヰ､ 会■生からのr 地 車必ず行う｡

碧 週報入力
JL k
サjL の件暮内書 . 兼■の 作暮予定a) E 肘 でさも｡

( 入力幸れた3& * は 棚 M 暮する｡ )

i . J トワ ー ク … 棚 方生

各サ ー /( 担旦書が, 側 に 行った作暮内書をE 牡 ｡

注暮点
- 4E 入力した書書は次の王手では書正できる机 暮正した什書は他に 加 さ
れない ｡

血 1 な生年

チ
ー

フを担当者に●正する｡

1 5

-
=

施設予約

■t

集t ､ 8 Jiなど 他 の 予約ができる｡

ネ ットワ ー クG での我用方法

サ ー バなどの作暮を行う4 含に兼用 ｡

注暮点

予約を 僻 できるのは 印 した本人とグル ー プウエアの f 書手の み .

田 宮某日報

JL &
f M ( 牧内El 時 , 政界先 _ 桝 . 洲 日的 ､ ■書) の書き込みがで きる｡

ネ ッ トワ
ー

ク … 判 定方法

手書内外または作暮内書をf! 暮する｡

御 重
書手E3 * を日書 . セ引先を作 榊 斬 . 榊 日時を日ヰ . 印 書を件Jt依♯書 .

妨 P 目的を伴暮内書に暮正する.

国 週報閲覧
JLk
… ( 剃 入力) で 相 手が入力したjI … 暮する｡

I
+
J トワ

ー

ク G での粥AI 方法

各埠当の サ ー バで行われた作 … ｡

曲事な暮正

甘 地 と同格 ｡

7

B 取引先
･ 担当者情報

■■

恥引先 . 過当書の 鰍 元f 触 tできる｡

ネ ットワ
ー

クG での fI 用方法

集t ( サ ー バ ー な f) > t l 入什t を 糾 する｡

-
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首 当番表
JL k
B 定した暮春a )当暮* を 別こち+ 放で投定できる.

首 決裁
JL B

ワ
ー クフロ ー

の決謙システム ｡

( 申♯暮に必事事項が暮き込まれ中計書から配すされるの で ､ 決兼吉たは差し
JE しを行う｡ )

ウ q & Al■

JL Ji

■何と回書のシステム .

一 丁何書オ
ー

プン にして広く鮮 を求める｡

- T 何Q) t 樹 机 l でムダを書く｡

ネ ットワ ー クG で a) 判用 方塗

メンJ (
- へ の 知ZL(f M ) 捷供として魚用 ｡

岳 ワ ー クフロ ー

▲■
･ 定型暮暮の 中書+ f 理 ･ Z 用( 起兼 ､ 申 * . 決* ) システム ｡

- ワ
-

の ロ
ー 音程▲ ､ ♯& した * t 書に中書書がフォ ー

マ ットに * った + 書手fi
うと. 羊ヰ凍みとなり●■書に I 知とメ ー

ル 和 書される ｡

立暮A
決j* と■* 付けてず用する｡

;蓋 資料集

aL Ji

有用な* ≠などを共有できる.

- ユ
ー

ザが フ ァイルを九テゴリ. 榊 9Ir = 丁ツプ ロ +
'

できる｡
- ■★可 k

- * 科フγイルriJ l 兼 P C lこ よりゎくことができる.

i ッ トワ
ー クG で d)利用 方法

各書 輔 の共有にせ用 ｡

S : T I P S

JL Ji

有用な什書( ヒントなど小ネタ) を 紺 し ､ 共有できる｡

㌔ - キ
ー ワ +

'

8 L * ができ 6 ･

ネ ･ J トワ ー ク G で d) 和用方蓮

メン/(
I
- ､ の什ヰ( 棚 ) 捷供として 脚 ｡

法上丘

キ ー

ワ
ードに故* を書Jt に入れた､ 榊 ( 文字粥) a) 入力を行う｡

-
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回 アドレスブック
JL k
共有の 暮書手 . 七引先挺身書にZD え, ●人アドレス書の f ヰ ･ 1 月ができる｡

紐 回覧板
仁!ヨ
メンバ ー ヘ の卓暮 舶 . jL 去のれE など｡

( 向■があれば . ■人の ポ ー タル書ii に 兼 捌 と暮内される. )

ネ ットワ ー ク G での 群用方建

メンJi - へ の生 鮮 内に 朗 ｡

法王且

由暮尭先が■人名または缶∩で給定されるため , 自分 船 外の肖t は兼示

されない .

扉 p R J 進捗管理

JL Ji

プロジェクト壬 ㈹ システム ｡

書 ･J トワ ー ク … 群用方ま

iL 行中d) プE )ジェクト暮書状溌の 職 する｡

血暮な暮正

G D の インスト- ー ル ｡

T
. . . . . .

蔓ヽ パス ワ ー ド変更

JLJ i
E)ゲイン ユ ー ザの暮* されてい る11 スワ ー ド* 王する｡

丘1 丘
* 暮した11 スワ

ー ドを忘れた■創ま. グル ー プウエ ア t JE 書に よる暮モを行う｡

炉 スケジュ ー

ル帳

JLJi
スケジュ ー ル f g システム ｡

- 月カレンダ
ー

】■戎とFFJ P 也で入力 ､ * 禾がで卓る｡

i . J トワ ー ク G で d)群用方法

他のメン J( - a) スケジュ ー

ルを事{ し､ ミ ー ティングなどの スケジュ ー

ル 搬 を

行う.

注暮丘
･ 他0 メン J( -

の 予定をJL ることができる｡ (r 共有J を玉訳した斗合)
･ r 出h 事定J には丘■されない ｡

28

r-L-~̀■■r L~

蔓留 設定
JL&
マスタデ ー タの 食守を行う｡

棚 ､ 牡Ju M . 洲 ､ 斗示 … ､ t 手金 桝 ､

* 用 鵬 d) B 定 . 椴 日 Q) B 定 .
E )グの●M ､ 伝書 榊 のB 定 .

g v . c o nL D
- I

未 ットワ ー

クQ での専用方法

ケ) レ ー プQ) 活■にあった改定 ｡

注 1 点

マスタデ ー タはグル ー プウエ アのf 書手のみ 相 伴成 . 蚊 . 柵 が可k

-
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使用目的による分類

【:Ⅰ:】 ネットワ
- クG でQ } ポ

ー

タル

七月 L/ F■:. -.
一 ■ EE EZ] 亡:::】 書

ー

.
こ二
大
.
ー≒

‥ - ･ 1 封事 ー t!■l =書す 必‡
-..

巾 L

_
1

.
■

～

,

チ

--/j J ご旨-.f_
. のないもの

■■■
~
∵J ∵二

･ 1 * + ･ t 告 【コ
･

こ

.
メ

_
.i
■

･ モ 8 に鼓したい

もの

汀
ヾ

.I

.
A

- ?

･ 1 * ?
･ 柵 可ti

･ お知らせ . I 奇 【ヨ

以上 . s k yb o a r d でした ｡

次回はホ ー ム ペ ー ジによる冊報発信です｡

9 月1 8 E) ( 火) 1 3 時 - 1 6 時

問濁点と今後の課題

且1 ▲

セキュIJ テ イ■ * 蜘 { r Ⅷ r J 脚 のみ なQ)
'

t
'
. 珪■■井Eこ王九ると窮

8 Et うなデーj 吐暮き弘ゐ 恥 ､ ｡

■■

L 叫 の 7
' クセス 繊 細 L のセキュ リティ暮■¢ 着用

2
. Et 書■

に 合つ1 = カスケマイズ

}
_
E) ケオフ■t ¢ 抄

4
. 書■t F = ついて砂暮な暮正
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